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京
都
大
学
整
形
外
科
学
教
室
初
代
教
授
松
岡
道
治
の
事
績
、
業
績

Ｉ
第
一
報
京
都
大
学
整
形
外
科
学
教
室
の
創
立

〔
要
旨
〕
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
整
形
外
科
学
講
座
は
、
明
治
三
九
二
九
○
六
）
年
四
月
二
三
日
の
勅
令

八
九
号
に
よ
っ
て
設
立
き
れ
、
同
年
五
月
四
日
に
外
科
学
教
室
浅
原
慎
次
郎
助
教
授
が
最
初
の
整
形
外
科
学
教
室
担
任

に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
三
四
年
三
月
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
助
手
か
ら
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学

の
助
教
授
に
任
命
さ
れ
、
翌
明
治
三
五
年
か
ら
矯
正
外
科
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
て
い
た
松
岡
道
治
は
、
明

治
三
九
年
五
月
一
三
日
に
帰
国
し
、
同
年
五
月
二
三
日
に
整
形
外
科
学
講
座
担
任
を
命
じ
ら
れ
て
、
浅
原
助
教
授
と
そ

の
任
を
交
代
し
た
。
か
れ
は
、
明
治
三
九
年
六
月
一
八
日
に
、
本
邦
初
の
整
形
外
科
学
教
室
で
あ
る
京
都
医
科
大
学
整

形
外
科
学
講
座
を
開
設
し
、
診
療
と
講
義
を
開
始
し
た
。
松
岡
は
明
治
四
○
年
に
教
授
に
昇
任
し
た
。
か
れ
は
、
幾
多

の
困
難
に
打
ち
勝
っ
て
、
わ
が
国
で
は
従
来
見
な
か
っ
た
整
形
外
科
学
教
室
を
初
め
て
設
立
し
、
明
治
後
期
の
わ
が
国

整
形
外
科
学
黎
明
期
に
そ
の
基
礎
を
築
き
、
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
松
岡
道
治
、
整
形
外
科
学
、
京
都
大
学
医
学
部
、
京
都
帝
国
大
学

日
水
医
史
学
雑
誌
第
五
十
一
巻
第
三
号
平
成
十
七
年
六
月
一
千
日
受
付

平
成
十
七
年
九
月
二
十
日
発
行
平
成
十
七
年
七
月
二
十
二
円
受
理
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（
８
）授
も
同
年
三
月
半
ば
に
、
々

室
で
占
め
た
こ
と
に
な
る
。

第
一
節
創
立
前
史

東
京
・
京
都
両
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
整
形
外
科
学
講
座
を
創
設
し
よ
う
と
い
う
機
運
は
、
明
治
三
二
・
三
三
年
ご
ろ
に
醸
成
さ
れ

｛
則
、
４
）

て
き
た
と
い
う
。
そ
こ
で
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
外
科
学
講
座
助
手
の
松
岡
道
治
先
生
（
以
下
敬
称
略
）
が
、
京
都
帝
国
大
学
医
科

（
］
局
凹
℃
武
、
叩
）

大
学
整
形
外
科
講
座
の
教
授
予
定
者
と
し
て
、
明
治
三
四
年
三
月
三
○
日
に
京
都
医
科
大
学
外
科
学
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
松
岡
助

（
７
）

教
授
の
着
任
当
時
の
京
都
医
科
大
学
外
科
学
講
座
で
は
、
猪
子
止
戈
之
助
第
一
外
科
学
教
授
は
同
年
二
月
に
、
先
任
の
和
辻
春
次
助
教

（
８
）

（
９
）

授
も
同
年
三
月
半
ば
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ド
イ
ッ
ヘ
留
学
し
た
の
で
、
松
岡
助
教
授
は
、
伊
藤
隼
三
教
授
に
次
ぐ
重
要
な
地
位
を
外
科
学
教

明
治
三
九
（
一
九
○
六
）

開
講
百
周
年
を
迎
え
る
。

明
治
三
四
年
九
月
、
す
な
わ
ち
松
岡
助
教
授
の
着
任
後
半
年
、
矯
正
外
科
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ッ
ヘ
留
学
す
る
一
年
前
、
京
都
医
科

（
川
）

（
Ⅲ
｝

大
学
附
属
医
院
開
院
後
二
年
目
に
お
け
る
外
来
診
療
担
当
表
を
み
る
と
、
外
科
外
来
は
第
二
外
科
学
講
座
伊
藤
隼
三
教
授
（
当
時
附
属

講
座
の
実
質
的
な
初
代
担
当
は
松
岡
道
治
助
教
授
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
節
目
の
と
き
を
ひ
か
え
、
第
一
報
と
し
て
、
従
来
必
ず

し
も
明
白
で
な
か
っ
た
講
座
創
立
前
後
の
経
緯
を
、
当
時
講
座
が
置
か
れ
て
い
た
京
都
医
科
大
学
内
外
の
状
況
と
と
も
に
調
査
、
検
証

し
、
明
治
後
期
に
お
け
る
本
邦
整
形
外
科
学
黎
明
期
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
１
）

京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
整
形
外
科
学
講
座
（
現
・
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
感
覚
運
動
系
外
科
学
講
座
整
形
外
科
学
）
は
、

（
２
）

治
三
九
（
一
九
○
六
）
年
勅
令
八
九
号
に
よ
っ
て
同
年
四
月
二
三
日
に
創
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、
平
成
一
八
（
二
○
○
六
）
年
に
は

第
一
章
は
じ
め
に

第
二
章
京
都
大
学
整
形
外
科
学
教
室
の
創
立

創
立
前
史
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医
院
院
長
）
が
週
二
回
（
火
・
土
曜
旦
、
松
岡
助
教
授
が
週
四
回
（
月
・
水
・
木
・
金
曜
且
担
当
し
て
い
る
。

当
時
の
附
属
医
院
で
の
外
来
患
者
受
付
は
午
前
七
時
半
か
ら
九
時
ま
で
、
診
察
時
間
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
で
あ
っ
た
。

（
Ⅲ
）

内
科
は
三
五
名
ま
で
、
外
科
は
四
○
名
ま
で
、
産
科
婦
人
科
は
一
七
名
ま
で
”
診
察
す
“
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
外
来
は
九

（
唯
｝

時
半
か
ら
十
時
半
ま
で
、
施
療
外
来
は
月
・
水
・
金
曜
の
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
に
制
限
し
た
と
の
記
載
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
直
前
の
”
暑
中
休
暇
（
八
月
）
中
“
は
、
内
・
外
科
と
も
に
二
○
名
の
新
患
者
（
私
費
に
限
る
）
を
診
察
す
る
と
の
こ

（
胴
）

と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
三
七
年
初
頭
の
附
属
医
院
冬
季
休
業
は
、
「
旧
臘
二
五
日
よ
り
一
月
二
十
日
迄
で
、
医
院
は
在
院
患
者
の
み

（
川
）

に
て
新
患
者
の
外
来
、
入
院
共
取
扱
は
ず
、
助
手
の
み
に
て
院
務
に
当
ら
し
」
め
る
と
し
て
い
る
。

（
胴
）

ち
な
み
に
そ
の
こ
ろ
の
「
附
属
医
院
規
程
」
に
よ
れ
ば
、
「
本
院
ハ
医
学
ノ
研
究
及
授
業
ノ
目
的
ヲ
以
テ
患
者
ヲ
診
療
」
し
、
「
入
院

患
者
ハ
施
療
ヲ
主
ト
シ
傍
ラ
私
費
入
院
ヲ
許
可
ス
ル
モ
ノ
ト
」
さ
れ
て
い
た
。

（
肺
）

明
治
三
七
年
一
月
に
は
、
伊
藤
隼
三
院
長
は
次
の
”
通
訓
“
を
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
（
１
）
言
葉
遣
い
町
嘩
に
し
て
同
等
以
上

の
人
に
対
す
る
語
を
用
う
る
を
要
す
（
従
来
官
衛
の
風
と
し
て
の
「
其
方
、
そ
ち
、
き
ざ
ま
」
で
は
な
く
、
自
今
は
す
べ
て
「
あ
な
た
」

と
呼
ぶ
こ
と
）
、
（
２
）
尋
問
（
質
問
）
に
応
ず
る
に
は
懇
切
詳
細
な
る
を
要
す
。
（
３
）
不
自
由
者
（
身
体
、
聰
・
視
覚
の
不
自
由
者
、

文
盲
）
に
対
し
て
は
殊
に
補
助
の
心
掛
あ
る
を
要
す
。
（
４
）
容
儀
〈
服
装
、
立
ち
居
振
る
舞
い
）
は
正
し
き
を
要
す
。
こ
の
”
通
訓
“
は
、

こ
の
よ
う
指
示
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
当
時
の
”
帝
国
大
学
医
院
“
の
体
質
を
如
実
に
物
語
る
証
拠
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
日
な

お
、
医
療
従
業
者
に
十
分
当
て
は
ま
る
こ
と
で
も
あ
る
。

第
二
節
京
都
医
科
大
学
整
形
外
科
学
講
座
の
創
立

京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
に
お
い
て
、
整
形
外
科
学
と
い
う
講
座
名
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
、

あ
る
。
そ
こ
に
は
「
「
外
科
学
二
講
座
」
ノ
次
二
「
整
形
外
科
学
一
講
座
」
ヲ
加
へ
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
ソ
二

上
述
の
勅
令
第
八
九
号
で
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第
三
節
整
形
外
科
学
講
座
の
創
立
日
お
よ
び
開
講
日

（
ク
ニ

京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
整
形
外
科
学
講
座
の
創
立
日
は
、
勅
令
八
九
号
が
公
布
さ
れ
た
明
治
三
九
年
四
月
二
三
日
で
あ
る
こ

と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
明
白
で
あ
る
。

（
３
）

（
鋤
）

し
か
し
教
室
の
診
療
・
講
義
開
始
日
に
つ
い
て
は
、
従
来
明
治
三
九
年
の
六
月
壽
京
都
帝
国
大
学
史
」
、
『
京
都
大
学
七
十
年
史
二
、

（
１
１
－
）

（
訓
）

（
一
勘
、
《
Ｕ
）

五
月
二
三
日
今
京
都
大
学
百
年
史
」
）
、
あ
る
い
は
六
月
二
六
日
（
松
岡
助
教
授
整
形
外
科
学
講
座
主
任
任
命
の
月
旦
と
、
さ
ま
ざ
ま

（
”
）

こ
れ
を
受
け
て
京
都
帝
国
大
学
は
、
明
治
三
九
年
五
月
四
日
に
浅
原
慎
次
郎
第
二
外
科
学
講
座
助
教
授
を
京
都
医
科
大
学
整
形
外
科

（
州
）

（
５
，
６
）

学
講
座
担
当
と
し
た
。
松
岡
助
教
授
は
同
月
一
三
日
に
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
朝
し
、
五
月
二
三
日
に
は
「
整
形
外
科
学
講
座
担
当
」
を

（
Ⅲ
）

命
じ
ら
れ
て
そ
の
任
を
浅
原
助
教
授
と
交
代
し
た
。
そ
の
後
松
岡
助
教
授
は
、
同
年
六
月
二
三
日
に
は
「
整
形
外
科
学
講
座
及
第
九
病

舎
整
形
外
科
部
所
属
ノ
物
品
監
守
主
任
」
に
、
同
年
六
月
二
六
日
に
は
「
京
都
医
科
大
学
整
形
外
科
学
教
室
主
任
」
「
同
教
室
図
書
保
管

（
二
、
肥
も
鋲
Ｕ
）

者
」
に
、
相
次
い
で
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
京
都
医
科
大
学
整
形
外
科
学
講
座
は
、
松
岡
道
治
助
教
授
に
よ
っ
て
、
全
国
に
さ
き
が
け
て
、
名
実
と
も
に
わ
が
国
初
の

医
科
大
学
整
形
外
科
学
教
室
と
し
て
発
足
し
、
講
義
、
診
療
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

（
鋤
）

な
お
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
で
は
、
明
治
三
三
年
八
月
、
田
代
義
徳
医
学
士
（
東
京
田
代
病
院
院
長
）
を
外
科
的
矯
正
術
研
究
の

（
刈
）

（
型
）

た
め
独
澳
へ
留
学
さ
せ
た
。
明
治
三
九
年
四
月
四
日
公
布
の
勅
令
六
八
号
に
よ
っ
て
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
整
形
外
科
学
講
座
が

創
立
さ
れ
、
同
五
月
九
日
に
整
形
外
科
学
講
座
教
授
に
田
代
外
科
学
助
教
授
が
任
命
さ
れ
た
が
、
そ
の
開
講
は
同
年
一
○
月
二
日
で

（
”
一
）

あ
っ
た
。

五
月
二
三
日
二
京
部

に
記
述
さ
れ
て
き
た
。

一
方
松
岡
助
教
授
自
身
は
、
講
座
創
立
二
カ
月
後
の
明
治
四
○
年
五
月
に
開
催
き
れ
た
京
都
医
学
会
第
四
次
総
会
の
口
演
で
、
「
余
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第
五
節
整
形
外
科
学
教
室
の
建
設

（
ね
、
躯
１
）

明
治
四
○
年
当
時
の
京
都
医
科
大
学
付
属
医
院
建
物
配
置
図
を
見
る
と
、
医
院
敷
地
の
南
側
を
東
西
に
走
る
春
日
通
に
面
し
て
二
階

建
て
の
本
館
が
あ
り
、
整
形
外
科
学
教
室
は
、
正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
西
側
、
本
館
南
西
前
に
独
立
し
た
平
屋
の
建
物
と
し
て
描
か
れ
て

第
四
節
整
形
外
科
学
の
授
業
、
試
問

京
都
医
科
大
学
は
、
整
形
外
科
学
講
座
開
設
を
受
け
て
明
治
三
九
年
八
月
に
規
程
を
改
定
し
、
「
授
業
科
目
」
に
「
整
形
外
科
学
臨
床

（
幻
）

（
郷
）

講
義
」
を
、
「
試
問
」
に
「
整
形
外
科
学
」
を
そ
れ
ぞ
れ
加
え
た
。
『
京
都
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
三
九
年
至
明
治
四
○
年
」

記
載
の
「
授
業
、
試
問
」
の
規
程
に
よ
れ
ば
、
「
整
形
外
科
学
臨
床
講
義
」
は
、
第
四
学
年
言
取
上
級
年
）
の
全
学
期
を
通
じ
て
週
一
回

行
う
と
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
「
試
問
」
は
、
小
児
科
学
、
皮
膚
病
徽
毒
学
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
、
精
神
科
学
と
と
も
に
、
「
学
生
ノ
要
求

ニ
依
り
之
ヲ
施
行
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
学
生
ノ
要
求
二
依
」
る
試
問
と
は
、
こ
れ
ら
の
五
学
科
目
の
う
ち
か
ら
一
学
科
を
学
生
が
選
択
し
て
申
し
出
て
、
そ
の
学
科
を
受
験

（
鋤
）

す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
学
生
で
あ
っ
た
伊
藤
弘
京
都
大
学
名
誉
教
授
は
、
「
自
由
学
科
で
試
験
も
何
も

（
必
｝

（
釦
）

ハ
昨
年
六
月
一
八
日
京
都
医
科
大
学
二
整
形
外
科
ノ
講
座
ヲ
担
当
シ
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
新
聞
や
医
学
雑
誌
の
記
事
が

こ
の
記
述
を
裏
書
き
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
京
都
医
科
大
学
整
形
外
科
学
講
座
の
開
講
日
は
明
治
三
九
年
六
月
一
八
日
で
あ
る
と
断

定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。（

制
）

な
い
一
と
回
想
し
て
い
る
。

一
方
そ
の
頃
の
東
京
帝
一

一
方
そ
の
頃
の
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
で
は
、
第
三
学
年
で
「
整
形
外
科
外
来
患
者
臨
床
講
義
」
が
年
間
週
三
時
間
行
わ
れ
て
い

（
Ⅷ
）

た
も
の
の
、
そ
の
「
試
験
細
則
」
に
、
”
整
形
外
科
学
“
の
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。
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（31）

図1京都帝国大学平面図

い
る
（
図
１
）
。
こ
の
整
形
外
科
学
教
室

（
蛇
《
ｌ
｜
〉

（
研
究
室
）
は
明
治
四
一
年
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、
明
治
三
四
年
に
本
館
東
端
北
側
に
造

ら
れ
た
外
科
学
教
室
〈
手
術
室
及
外
科
教
室

（
犯
）

と
外
科
臨
床
講
義
室
の
二
棟
）
と
は
ま
っ
た

く
離
れ
た
別
の
場
所
に
造
ら
れ
て
い
た
。
当

（
淵
〉

時
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
木
造
二
階
建
、

建
坪
百
坪
（
三
三
○
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
あ

っ
た
と
い
う
。

な
お
教
室
開
講
以
後
、
研
究
室
完
成
ま
で

の
間
の
整
形
外
科
学
教
室
・
研
究
室
の
所
在

は
明
確
で
は
な
い
・
医
院
開
院
当
時
に
は
、

本
部
棟
の
二
階
に
内
・
外
科
学
教
室
が
置
か

（
お
）

れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
の
で
、
外
科

学
教
室
が
自
前
の
建
物
（
研
究
室
）
を
建
設

（
弛
卯
】
）

（
明
治
三
四
年
）
し
て
移
転
し
た
後
に
、
そ

こ
へ
新
設
の
整
形
外
科
学
教
室
が
入
居
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

整
形
外
科
の
外
来
診
療
が
行
わ
れ
た
場
所
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表1京都医科大学附属医院入院患者数（松岡教授在任中)＊

整形外科

14（3）

19(5)

14(1)

13(7)

25(21)

28（26）

44(40)

37（22）

外
一
鋸
一
部
一
弘
一
砺
一
皿
一
汚
一
釧
一
妬

科
一
細
一
咽
一
幽
一
、
｜
”
｜
咽
一
ｍ
｜
咽

入院患者総数

360(153)

361(170)

348(174)

319(173)

394(212)

402（259）

434（295）

481(322)

岼
畔
奔
奔
拝
奔
年
年

４
４
４
４
４
４
２
３

治
治
治
治
治
治
正
正

明
明
明
明
明
明
大
大

＊各年度の｢京都帝国大学一覧｣の｢概況京都医科大学附属医院｣による｡括弧
内は私費患者。

ちなみに各年度の｢東京帝国大学一覧」「医科大学附属医院｣の欄によれば､整形

外科入院患者数は､明治40.41年は10名(総病床数は611床)であり､明治42年から大

正2年にかけては17名(同660床)､大正3年は17名(同680床)であった。

に
関
す
る
資
料
は
目
下
見
出
し
得
な
い
。
し
か
し
、
本
館
棟
東
側
の

北
へ
延
び
る
部
分
に
、
試
験
室
、
診
察
室
、
副
診
室
、
予
診
室
、
患

者
溜
（
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
二
室
）
と
、
手
術
室
、
器
械
室
、
包
帯

（
蛇
）

室
な
ど
が
建
設
当
初
か
ら
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

部
屋
を
外
科
学
講
座
と
共
用
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
（
５
，
６
）

つ
ぎ
に
病
室
に
つ
い
て
述
べ
る
。
松
岡
教
授
の
履
歴
書
に
よ
れ
ば
、

始
め
（
明
治
三
九
年
六
月
）
第
九
病
舎
、
つ
い
で
（
明
治
四
○
年
五

月
）
第
七
病
舎
、
さ
ら
に
（
明
治
四
三
年
）
第
一
病
舎
の
そ
れ
ぞ
れ

「
整
形
外
科
所
属
物
品
監
守
主
任
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
普
通
病
舎
は
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
に
範
を
と
つ

（
犯
・
・
ｌ
》
）

た
パ
ビ
リ
オ
ン
式
に
則
っ
て
設
計
、
建
築
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
医
院

本
館
の
北
側
に
平
屋
で
東
西
二
棟
（
東
側
は
奇
数
、
西
側
は
偶
数
の

（
妬
）

病
舎
番
号
で
呼
ば
れ
た
）
が
対
称
的
に
順
次
北
へ
建
て
ら
れ
、
渡

り
廊
下
に
よ
っ
て
連
結
き
れ
て
い
た
。
当
時
の
普
通
病
舎
一
棟
の
ベ

ヅ
ド
数
は
六
○
床
、
そ
の
構
造
は
当
時
と
し
て
極
め
て
斬
新
な
も
の

（
妬
）

で
あ
っ
た
・

教
室
開
設
以
降
の
『
京
都
帝
国
大
学
一
覧
」
を
見
る
と
、
整
形
外

科
の
入
院
患
者
数
は
一
病
舎
の
定
員
（
六
○
名
）
を
埋
め
る
に
至
っ

て
い
な
い
（
表
１
）
の
で
、
他
科
、
し
か
も
内
科
系
病
舎
の
一
部
を
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京
都
医
科
大
学
附
属
医
院
開
院
後
七
年
に
し
て
新
設
さ
れ
た
整
形
外
科
学
講
座
が
、
独
立
し
た
整
形
外
科
病
舎
を
持
つ
だ
け
の
入
院

患
者
数
を
擁
す
る
に
は
、
相
当
な
歳
月
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
上
述
の
よ
う
に
内
科
系
病
舎
を
転
々
と
移
動
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
東
京
・
九
州
両
帝
国
大
学
と
は
異
な
っ
て
、
京
都
医
科
大
学
附
属
医
院
は
ま
っ
た
く
新
し
く
建
築
さ

れ
て
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
の
帝
国
大
学
の
整
形
外
科
学
教
室
と
同
様
に
開
院
後
に
新
設
さ
れ
た
講
座
で
あ
っ
た
た
め
か
、
同
様
な
産

み
の
苦
し
み
を
経
験
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
整
形
外
科
病
床
に
関
す
る
他
大
学
の
事
情
を
述
べ
る
。

東
京
帝
国
大
医
科
大
学
附
属
医
院
で
は
、
田
代
義
徳
教
授
が
整
形
外
科
学
教
室
を
開
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、
教
場
（
教
授
室
、
医
局
、

（
鋤
４
）

研
究
室
、
病
室
、
ギ
プ
ス
室
、
処
置
室
な
ど
）
と
し
て
、
同
級
で
親
友
、
支
持
者
で
あ
っ
た
入
沢
達
吉
教
授
が
主
宰
す
る
、
い
わ
ゆ
る

（
鋤
－
１
、
〃
）

入
沢
内
科
の
病
室
の
一
部
を
ゆ
ず
り
う
け
た
。
し
か
も
病
床
数
は
、
表
一
に
注
記
し
た
よ
う
に
、
す
く
な
く
と
も
開
設
数
年
間
は
、
病

（
艶
〉

床
数
は
一
定
で
あ
っ
た
。
な
お
外
来
診
療
所
は
剣
道
場
の
跡
の
建
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
方
、
福
岡
県
立
病
院
を
充
用
し
て
発
足
し
た
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
附
属
医
院
で
も
、
大
正
二
年
に
整
形
外
科
の
診
療
開
始
に

（
”
、
棚
）

さ
い
し
て
建
築
予
算
が
な
く
、
住
田
正
男
教
授
は
附
属
医
院
の
空
床
二
床
を
借
り
て
教
室
と
し
た
も
の
の
、
入
院
病
棟
は
当
初
は
な
か

使
用
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
郷
）

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
弟
一
拮
即

第
三
章
講
座
創
立
の
苦
悩

病
床
の
確
保
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表2京都医科大学整形外科学講座職員数＊
（カギ括弧内の数字は第一・第二外科学講座職員の合計数）

教授

0〔2〕

｜助教授
|l[2]

0[2)

0〔2〕

0[2]

0〔2〕

0[2]

(1)*[2]

(1)*[3]

助

l

l

l

l

l

2

1

1

手
一
四
一
②
｜
⑥
｜
①
｜
③
｜
②
’
四
一
四

副手↑

0〔2〕

0[1]

l[12]

0〔9〕

0[18]

0[16]

O(13)

0[13]

合計

2[10]

2〔7〕

3〔22〕

2〔14〕

2〔25〕

3〔22〕

3[21]

2〔22〕

明治40年

年
年
１
２
４
４
治
治
明
明

咽
一
皿

秤
拝
奔
年
年

４
４
４
２
３

治
治
治
正
正

明
明
明
大
大

哩
一
咽
一
皿
一
⑬
一
咽’

*明治40年から大正3年までの｢京都帝国大学一覧」「京都医科大学職員｣による。
↑副手は無給。ま講師｡§外科学講座2教授による分担

第
二
節
講
座
職
員
の
定
員

東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
で
は
教
授
一
、
助
手
一
の
職
員
で
整
形
外
科
学

（
型
｝

講
座
が
発
足
し
た
が
、
京
都
医
科
大
学
整
形
外
科
学
講
座
の
職
員
は
、
は
じ

（
鋤
）

め
助
教
授
一
、
助
手
一
で
あ
っ
た
。
次
年
度
以
降
教
授
一
、
助
手
一
に
な
っ

（
川
）

て
い
る
も
の
の
、
助
手
が
二
名
と
な
っ
た
の
は
明
治
四
五
年
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
Ⅱ
）

そ
し
て
助
手
、
副
手
は
毎
年
の
よ
う
に
交
代
し
、
明
治
四
二
年
に
林
喜
作
が

助
手
に
任
命
さ
れ
る
ま
で
、
定
着
す
る
教
室
員
は
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
松
岡
教
授
在
籍
中
の
職
員
数
は
表
２
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

（
帷
）

京
都
医
科
大
学
の
外
科
学
二
講
座
は
、
発
足
当
時
か
ら
一
体
に
融
合
し
て

（
３
、
畑
）

運
営
さ
れ
て
い
て
、
整
形
外
科
学
講
座
が
発
足
し
た
後
は
、
外
科
学
教
室
の

〈
｝
油
、
側
）

教
室
員
は
一
学
期
間
整
形
外
科
学
教
室
に
所
属
す
る
制
度
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
制
度
は
そ
れ
な
り
に
有
効
に
機
能
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
整
形
外
科
学

講
座
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
人
事
の
主
導
権
を
外
科
学
二
講
座
側
に
掌
握
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
診
療
面
に
お
い
て
も
、
直
接
整
形
外
科
を
受

舎
Ｊ
）

診
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
当
時
の
整
形
外
科
学
教
室
は
外
科
学
教
室
の
分
科
的
存
在
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
立
場
に
置
か
れ
た
。
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第
三
節
外
科
学
講
座
か
ら
の
学
会
発
表

こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
も
の
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
明
治
四
一
年
か
ら
四
三
年
頃
の
日
本
外
科
学
会
総
会
で
の
演
題
や
日
本
外
科
学
会

（
川
）

雑
誌
の
論
文
発
表
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
伊
藤
隼
三
第
二
外
科
学
教
授
が
「
東
京
医
事
新
誌
」
誌
上
へ
明
治
三
四
年
一
○
月
二
五
日
（
一
二
二
八
号
）
か
ら
大
正
一
○

年
一
月
一
日
（
二
二
○
九
号
）
ま
で
断
続
的
に
連
載
し
た
「
京
都
医
科
大
学
外
科
臨
床
講
義
」
で
は
、
整
形
外
科
外
科
学
講
座
発
足

（
明
治
三
九
年
六
月
）
ま
で
の
一
三
○
編
中
、
整
形
外
科
疾
患
の
標
題
が
四
○
編
（
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
明
治

三
九
年
七
月
以
降
の
演
題
で
も
整
形
外
科
的
疾
患
は
六
九
編
中
一
二
編
（
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
数
え
、
両
者
の
百
分
率
に
差
は
な
い
。

（
【
。
ｆ
弓
八
町
い
）

松
岡
教
授
の
教
室
創
設
時
の
自
負
と
心
労
に
加
え
て
、
上
述
の
教
室
の
弱
い
立
場
な
ど
の
た
め
に
、
外
科
学
両
講
座
の
先
輩
教
授
と

の
間
に
微
妙
な
亀
裂
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
松
岡
教
授
の
こ
の
心
情
は
、
在
任
中
は
言
う
に
及
ば
ず
、
退
官

後
も
長
く
深
く
、
尾
を
引
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節
ま
と
め

京
都
医
科
大
学
整
形
外
科
学
教
室
の
発
足
後
二
カ
月
目
に
お
け
る
現
状
報
告
と
も
い
う
べ
き
上
述
の
京
都
医
学
会
第
四
次
総
会
で

（
あ
）

の
口
演
の
冒
頭
で
、
松
岡
助
教
授
は
「
新
シ
キ
学
科
ヲ
僅
カ
ノ
経
費
ヲ
以
テ
、
従
来
設
置
ヲ
見
ザ
ル
国
二
創
立
ス
ル
ニ
ハ
多
大
ノ
困
難

二
遭
遇
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。

う
ひ
）

さ
ら
に
内
藤
一
男
・
元
松
岡
病
院
院
長
が
紹
介
し
た
「
松
岡
矯
正
科
及
外
科
病
院
医
報
」
（
大
正
一
五
年
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
松
岡

院
長
は
「
一
九
○
六
年
京
都
大
学
に
お
い
て
矯
正
外
科
学
教
授
と
な
り
、
ま
た
、
群
論
を
排
し
て
内
科
外
科
の
ご
と
き
分
科
と
等
し
く

独
立
医
学
科
た
ら
し
め
学
生
必
修
の
科
目
に
編
入
し
た
る
は
、
実
に
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
「
オ
ル
ト
ペ
デ
ィ
ー
」
な
り
と
す
」
と

記
し
て
い
る
と
い
う
。
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本
邦
初
の
整
形
外
科
学
講
座
で
あ
る
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
整
形
外
科
学
講
座
を
創
立
し
た
松
岡
道
治
教
授
の
軌
跡
を
検
証

す
る
た
め
に
、
当
時
公
刊
さ
れ
た
資
料
や
記
録
を
調
査
し
て
、
講
座
創
立
に
い
た
る
経
緯
、
創
立
当
時
の
教
室
の
状
況
に
つ
い
て
、
他

の
講
座
や
東
京
・
九
州
帝
国
大
学
の
場
合
と
も
比
較
し
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
整
形
外
科
学
が
い

ま
だ
十
分
認
知
さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
お
け
る
松
岡
教
授
の
活
動
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
四
章
む
す
び

注
記
と
引
用
文
献

（
１
）
明
治
三
二
年
九
月
に
開
設
さ
れ
た
「
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
」
は
、
明
治
三
六
年
に
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
が
新
設
さ
れ
た
た
め

「
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
」
と
な
り
、
明
治
四
四
年
に
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
が
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
と
し
て
分
離
し
た
た

め
に
、
ふ
た
た
び
「
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
」
に
と
、
そ
の
名
称
を
変
え
た
。
さ
ら
に
大
正
八
年
に
は
「
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
」
、
昭
和
二

（
↓
Ⅱ
ｌ
手
）

二
年
九
月
に
「
京
都
大
学
医
学
部
」
、
昭
和
二
四
年
四
月
に
は
「
（
新
制
）
京
都
大
学
医
学
部
」
と
な
っ
た
。

創
立
以
来
の
整
形
外
科
学
講
座
と
い
う
教
室
名
は
、
平
成
七
年
四
月
「
京
都
大
学
大
学
院
感
覚
運
動
系
病
態
学
講
座
筋
・
骨
格
系
病
態
学

（
王
毎
匹
｜
）

（
旧
整
形
外
科
外
科
学
講
座
）
」
、
さ
ら
に
平
成
一
○
年
四
月
に
は
「
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
感
覚
運
動
系
外
科
学
講
座
整
形
外
科
学
」
と

改
称
さ
れ
た
（
私
信
、
京
都
大
学
整
形
外
科
学
教
室
、
平
成
一
六
年
二
月
二
四
日
、
同
二
六
日
）
。

①
「
２
．
主
な
出
来
事
の
年
表
（
第
七
章
大
学
院
医
学
研
究
科
・
医
学
部
、
医
学
部
附
属
病
院
第
一
節
総
記
第
一
項
沿
革
）
」

京
都
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
『
京
都
大
学
百
年
史
部
局
史
編
こ
京
都
大
学
後
援
会
、
六
八
一
～
六
八
三
頁
、
平
成
九
年
。
②
「
６

感
覚
運
動
系
病
態
学
講
座
筋
・
骨
格
系
病
態
学
（
旧
整
形
外
科
学
講
座
）
（
第
七
章
大
学
院
医
学
研
究
科
・
医
学
部
、
医
学
部
附
属
病
院

第
二
節
講
座
等
第
七
項
外
科
系
こ
文
献
（
１
①
）
八
七
四
～
九
一
七
頁

（
２
）
勅
令
第
八
九
号
（
明
治
三
六
年
勅
令
第
六
八
号
改
正
、
明
治
三
九
年
四
月
二
三
日
公
布
）
「
官
報
』
六
八
四
二
号
、
七
二
一
頁
．
明
治
三
九

〉
勅
令
第
八
九
号
（
一

年
四
月
二
四
日
発
行
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（
７
）
猪
子
止
戈
之
助
（
い
の
こ
・
し
か
の
す
け
）
明
治
一
五
年
帝
国
大
学
卒
業
。
た
だ
ち
に
京
都
府
療
病
院
外
科
部
長
・
府
医
学
校
（
現
・
京
都

（
・
Ｉ
」
）

府
立
医
科
大
学
）
教
諭
、
明
治
二
○
年
に
校
長
、
明
治
二
五
年
か
ら
二
ヵ
年
間
欧
州
へ
の
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
。
京
都
医
科
大
学
開
設
に
さ
い

（
一
宮
、
）
（
３
）

し
て
は
そ
の
設
計
委
員
を
勤
め
、
明
治
三
二
年
七
月
の
京
都
医
科
大
学
開
設
と
と
も
に
第
一
外
科
学
講
座
教
授
、
附
属
医
院
院
長
に
就
任
し
た
。

（
『
▲
用
“
）
（
｜
伊
曲
］
）

明
治
三
四
年
二
月
、
院
長
を
辞
し
て
ド
ィ
ッ
ヘ
ニ
ヵ
年
留
学
し
、
大
正
一
○
年
に
定
年
退
官
し
た
。

①
荒
木
千
里
「
わ
が
邦
外
科
学
の
泰
斗
猪
子
止
戈
之
助
博
士
逝
去
「
大
手
術
の
開
祖
上
「
日
本
医
事
新
報
一
二
一
四
号
、
昭
和
一
九
年
。

②
「
第
一
節
創
立
前
記
（
第
二
編
学
術
及
研
究
所
第
二
章
医
学
部
）
」
文
献
（
３
）
二
四
一
～
二
四
二
頁
。
③
「
（
５
）
部
局
長

〔
医
科
大
学
附
属
医
院
、
医
学
部
附
属
医
院
〕
、
医
学
附
附
属
病
院
〕
」
（
第
四
編
主
要
人
事
一
覧
・
統
計
主
要
人
事
一
覧
ご
「
京
都
大

学
百
年
史
資
料
編
三
一
六
一
頁
、
平
成
一
三
年
。
④
「
雑
報
猪
子
博
士
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
』
八
三
号
、
明
治
三
四
年
。
⑤

「
（
７
）
教
員
（
〔
医
科
大
学
、
医
学
部
、
医
学
研
究
科
〕
」
（
第
四
編
主
要
人
事
一
覧
・
統
計
４
．
主
要
人
事
一
覧
〔
医
科
大
学
、
医
学

（
７
３
）

部
、
医
学
研
究
科
〕
と
文
献
二
二
八
～
二
四
五
頁

（
８
）
和
辻
春
次
明
治
二
二
年
に
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
外
科
学
講
座
助
手
を
経
て
、
明
治
二
七
年
七
月
か
ら
同
三
一

（
一
言
言
３
４
▽
）

年
一
二
月
ま
で
市
立
新
潟
病
院
（
現
・
新
潟
大
学
医
学
部
）
外
科
医
長
、
明
治
三
一
年
一
二
月
か
ら
明
治
三
三
年
五
月
ま
で
台
湾
総
督
府
医
院

（
一
宮
一
）
（
・
靭
ゞ
）

医
長
、
外
科
部
王
任
を
勤
め
、
明
治
三
四
年
六
月
に
京
都
医
科
大
学
外
科
学
講
座
初
の
助
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
。
翌
明
治
三
五
三
月
耳
鼻
咽
喉

（
－
４
）

科
学
研
究
の
た
め
、
助
教
授
の
身
分
の
ま
ま
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
た
。
そ
の
直
後
に
松
岡
助
教
授
が
着
任
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
点
で
外
科
学

（
３
）
「
一
六
整
形
外
科
学
教
室
（
第
二
編
学
部
及
研
究
所
第
二
章
医
学
部
第
三
節
学
術
と
京
都
帝
国
大
学
編
『
京
都
帝
国
大
学
史
』

三
四
九
～
三
五
四
頁
、
京
都
帝
国
大
学
、
昭
和
一
八
年

（
４
）
近
藤
鋭
矢
「
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
の
事
ど
も
」
京
都
大
学
創
立
九
十
周
年
記
念
協
力
出
版
委
員
会
編
「
京
大
史
記
」
四
○
頁
、
京
都
大

学
創
立
九
十
周
年
記
念
協
力
出
版
委
員
会
、
昭
和
六
三
年

（
５
）
内
藤
一
男
「
松
岡
道
治
先
生
の
思
い
出
」
京
都
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
編
『
京
都
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
開
講
八
○
周
年

記
念
誌
」
六
～
一
五
頁
、
京
都
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
、
昭
和
六
一
年

（
６
）
「
松
岡
道
治
履
歴
書
」
内
藤
一
男
元
松
岡
病
院
院
長
が
天
児
民
和
九
州
大
学
名
誉
教
授
へ
送
付
し
た
資
料
（
小
林
晶
、
私
信
、
平
成
一
五
年
一

一
月
一
四
日
）
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（
‐
日
用
”
）

な
お
開
院
一
カ
月
後
の
地
元
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
外
来
患
者
数
は
開
院
当
日
で
二
一
人
、
そ
の
後
一
ヵ
月
の
最
高
は
一
日
七
九
名
で
あ
っ

た
。
明
治
三
二
年
一
二
月
二
八
日
現
在
の
入
院
患
者
数
は
内
科
七
名
、
外
科
六
名
で
あ
る
が
、
そ
の
間
大
阪
府
あ
る
い
は
香
川
県
か
ら
も
来
院

し
て
お
り
、
さ
ら
に
外
人
二
名
（
第
三
高
等
学
校
雇
教
師
の
ド
イ
ツ
人
、
同
志
社
教
師
の
イ
ギ
リ
ス
人
）
が
入
院
し
た
と
い
う
。

①
「
医
科
大
学
の
縦
覧
」
『
京
都
日
出
新
聞
」
四
五
一
七
号
、
一
頁
、
明
治
三
二
年
二
月
一
九
日
発
行
。
②
「
大
学
医
院
開
院
」
『
京
都

医
事
衛
生
誌
』
一
四
三
号
、
五
二
五
１
五
二
六
頁
、
明
治
三
二
年
。
③
「
大
学
医
院
の
公
衆
縦
覧
」
文
献
（
皿
①
）
、
一
頁
。

（
Ⅲ
）
「
雑
報
京
都
医
科
大
学
附
属
医
院
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
』
九
○
号
、
九
頁
、
明
治
三
四
年

（
５
－
）

講
座
の
助
教
授
は
定
員
上
二
名
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
和
辻
助
教
授
は
明
治
三
八
年
に
帰
国
し
て
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
教
室
を
創
設
し
た
。

①
「
市
立
新
潟
病
院
」
新
潟
大
学
医
学
部
五
十
周
年
記
念
会
『
新
潟
大
学
医
学
部
五
十
年
史
』
二
五
四
～
二
五
七
頁
、
昭
和
三
七
年

②
「
沿
革
」
『
台
北
医
院
第
三
○
回
年
報
昭
和
元
年
」
台
北
医
院
、
二
頁
、
昭
和
二
年
。
③
文
献
（
７
⑤
）
二
四
五
頁
。
④
「
日
誌
」

「
医
事
新
聞
』
五
八
七
号
、
五
六
八
頁
、
明
治
三
四
年
。
⑤
「
耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座
」
文
献
（
１
①
）
八
八
一
～
八
八
四
頁
。

（
・
’
一
〉
（
２
）

（
９
）
伊
藤
隼
三
明
治
二
三
年
帝
国
大
学
卒
業
。
同
二
七
年
札
幌
区
立
札
幌
病
院
院
長
と
な
り
、
三
年
間
の
ド
イ
ツ
留
学
の
後
、
明
治
三
三
年
に

（
再
Ｊ
５
学
）

（
７
節
）

京
都
医
科
大
学
第
二
外
科
学
講
座
教
授
に
任
命
さ
れ
た
・
明
治
三
四
年
か
ら
大
正
四
年
ま
で
附
属
医
院
院
長
、
大
正
四
年
医
科
大
学
長
（
大
正

（
ワ
ｆ
北
Ｊ
喜
一
）

（
ワ
ｆ
・
毎
勺
、
）

八
年
、
医
学
部
長
）
を
務
め
、
大
正
一
三
年
定
年
退
官
し
た
。

①
「
札
幌
病
院
（
Ⅱ
、
医
学
部
設
置
の
背
景
２
．
医
療
の
ひ
ろ
が
り
ご
北
大
医
学
部
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
「
北
大
医
学
部
五
十

年
史
』
五
三
～
五
五
頁
、
北
海
道
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
会
館
建
設
期
成
会
昭
和
四
九
年
。
な
お
（
札
幌
区
立
）
札
幌
病
院
は
明
治

四
（
一
八
七
一
）
年
に
創
設
さ
れ
、
現
在
の
市
立
札
幌
病
院
に
至
っ
て
い
る
。
②
「
外
科
伊
藤
隼
三
・
烏
潟
隆
三
」
井
関
九
郎
『
批
判

研
究
博
士
人
物
医
科
編
』
三
○
○
～
三
○
一
頁
発
展
社
出
版
部
大
正
一
四
年

（
皿
）
「
雑
報
大
学
医
院
開
院
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
」
一
四
三
号
、
五
二
五
、
五
二
六
頁
、
明
治
三
二
年
。
開
院
に
先
立
つ
明
治
三
二
年
二
月

一
八
日
に
は
”
縦
覧
“
（
内
見
会
）
が
行
わ
れ
、
大
谷
派
新
法
主
、
在
京
各
官
衙
高
等
官
、
貴
衆
両
院
議
員
、
府
市
郡
会
議
員
か
ら
市
内
及
近

（
１
凸
夕
）

郡
の
紳
士
ま
で
、
三
百
余
名
が
参
集
し
本
館
二
階
で
茶
菓
の
接
待
を
受
け
た
と
言
う
。
同
月
一
九
日
に
は
京
都
帝
国
大
学
学
生
、
同
二
○
日
に

は
京
都
医
学
会
会
員
、
京
都
府
医
学
校
校
友
会
会
員
、
京
都
医
会
・
衛
生
会
会
員
ら
、
同
二
一
日
か
ら
二
三
日
に
は
一
般
公
衆
に
、
そ
れ
ぞ
れ

（
⑦
七
町
・
申
Ｊ
）

附
属
医
院
を
公
開
し
て
い
る
。
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①
「
雑
報
京
都
医
科
大
学
附
属
医
院
」
三
思
都
医
事
衛
生
誌
」
二
三
号
、
一
六
～
一
七
頁
、
明
治
三
六
年

（
吃
）
「
医
專
と
医
学
校
教
諭
・
卒
業
生
の
人
物
像
（
第
八
篇
明
治
時
代
の
医
学
と
医
療
・
第
四
章
府
立
病
院
の
設
置
第
三
節
療
病
院
か
ら

甲
種
医
学
校
へ
）
」
京
都
府
医
師
会
医
学
史
編
纂
室
「
京
都
の
医
学
史
」
京
都
府
医
師
会
・
八
七
一
頁
、
昭
和
五
五
年

（
喝
）
「
雑
報
暑
中
の
大
学
医
院
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
」
一
○
○
号
、
二
五
頁
、
明
治
三
五
年

（
皿
）
「
雑
報
京
都
医
科
大
学
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
二
八
号
、
一
三
頁
、
明
治
三
七
年

（
喝
）
「
第
七
附
属
医
院
規
程
第
四
章
医
科
大
学
」
京
都
帝
国
大
学
「
京
都
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
三
三
年
自
明
治
三
四
年
」
京
都
帝
国

大
学
、
九
二
～
九
三
頁
、
明
治
三
四
年

（
恥
）
「
雑
報
京
都
医
科
大
学
附
属
医
院
の
応
接
振
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
」
二
九
号
、
二
三
～
二
四
頁
、
明
治
三
七
年

（
・
Ｉ
｜
）

（
毎
』
）

（
Ⅳ
）
浅
原
慎
次
郎
明
治
四
年
三
月
二
六
日
生
ま
れ
。
明
治
二
七
年
三
月
、
第
一
高
等
中
学
校
医
学
部
（
現
・
千
葉
大
学
医
学
部
）
を
卒
業
し
た
、

（
・
３
）
（
４
）

玉
置
哲
也
、
私
信
、
平
成
一
六
年
一
○
月
九
日
）
。
村
田
保
の
次
男
で
、
当
時
の
住
所
は
東
京
市
麹
町
〔
現
・
千
代
田
区
〕
富
士
見
町
二
丁
目

（
・
凸
ひ
』
）

（
０
１
］
）

（
０
１
｜
）

四
四
番
地
。
卒
業
後
半
年
間
病
院
勤
務
し
、
同
年
七
月
渡
米
し
て
「
バ
ル
チ
モ
ァ
ー
市
」
大
学
で
婦
人
科
及
び
外
科
を
修
め
（
一
四
カ
月
）
、

（
内
、
）

（
｜
・
Ｈ
１
一
）

ド
ク
ト
ル
オ
フ
、
メ
ヂ
シ
ー
ン
（
バ
ル
チ
モ
ァ
ー
、
メ
ヂ
カ
ル
カ
レ
ー
ジ
）
を
授
与
さ
れ
た
。
明
治
二
九
年
二
月
か
ら
約
一
カ
年
英
国

（
ゞ
７
ニ

ロ
ン
ド
ン
の
セ
エ
ン
ト
、
ト
ー
マ
ス
病
院
に
お
い
て
外
科
婦
人
科
を
専
攻
し
た
後
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
大
学
（
司
１
８
１
ｇ
’
三
二
房
一
日
中

（
・
・
■
Ⅱ
、
弓
一
拍
伺
甚
も
晶
一
⑥
｜
｝

（
｛
山
》
貼
一
）

ご
己
く
①
厨
展
己
で
外
科
を
学
ん
で
ド
ク
ト
ル
、
メ
ヂ
チ
ー
子
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
）
を
得
て
（
学
位
論
文
「
淋
毒
転
移
二
就
テ
」
）
帰
国
し
た
。

（
・
川
。
．
）

（
．
卯
・
）

（
・
泥
《
）

明
治
三
二
年
京
都
市
東
山
医
院
（
院
長
坤
半
井
澄
。
京
都
市
内
の
私
立
病
院
で
は
じ
め
て
外
科
部
を
開
設
し
た
）
の
外
科
部
長
に
就
任
。
明

（
週
）
（
脚
．
）

治
三
三
年
医
業
開
業
試
験
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
明
治
三
五
年
七
月
、
京
都
市
内
で
開
業
し
た
（
私
立
京
都
外
科
医
院
）
。

浅
原
は
京
都
で
は
市
民
な
ら
び
に
京
都
医
学
界
で
高
い
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
京
都
医
科
大
学
外
科
学
講
座
の
伊
藤
隼
三
教
授
の
も
と

（
７
，
．
Ｆ
紗
ご
）

で
研
讃
を
続
け
、
邦
文
、
独
文
の
論
文
を
多
数
発
表
し
た
。
明
治
三
七
年
六
月
二
日
京
都
医
科
大
学
外
科
学
助
教
授
に
就
任
し
、
同
年
八
月
四

（
侭
）
（
７
《
５
“
）
（
⑩
）

日
医
学
博
士
（
京
都
帝
国
大
学
）
を
授
与
さ
れ
た
。
明
治
四
二
年
九
月
、
助
教
授
を
辞
し
鹿
児
島
県
病
院
へ
院
長
と
し
て
赴
任
し
た
・
明
治
四

（
・
”
）

五
年
日
本
泌
尿
器
病
学
会
（
昭
和
三
年
日
本
泌
尿
器
科
学
会
と
改
称
）
創
設
に
際
し
て
同
会
発
起
人
の
ひ
と
り
と
な
っ
た
。

一
・
一
’
’
三

に
な
っ
て
い
た
。

な
お
、
松
岡
助
教
授
留
学
後
の
明
治
三
六
年
に
は
、
伊
藤
教
授
が
月
・
水
・
金
曜
日
に
、
他
の
曜
日
は
助
手
が
外
科
外
来
を
担
当
す
る
こ
と
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（
一
旧
）

大
正
二
年
二
月
に
院
長
を
辞
任
し
て
、
開
業
の
傍
ら
東
京
京
橋
区
木
挽
町
（
現
・
中
央
区
銀
座
三
丁
亘
の
池
田
病
院
に
新
設
さ
れ
た
外

（
ぬ
。
）

（
毒
・
）
（
鋤
｝

科
部
長
兼
顧
問
に
就
任
し
、
住
居
を
東
京
へ
移
し
た
。
そ
の
後
東
京
市
芝
（
現
・
千
代
田
区
）
高
輪
町
五
二
へ
移
り
、
昭
和
一
二
年
の
「
日
本

（
銘
）
（
お
）

医
事
年
鑑
筐
で
は
渋
谷
区
円
山
町
で
内
科
を
開
業
、
同
書
の
「
医
学
博
士
録
」
で
の
自
宅
住
所
は
渋
谷
区
桜
ヶ
丘
二
九
に
な
っ
て
い
る
。

（
郡
）

昭
和
一
三
年
の
「
日
本
医
事
年
鑑
』
に
は
昭
和
一
二
年
五
月
死
去
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
。

①
ン
の
“
富
国
淫
且
冒
冒
８
の
局
巨
の
国
の
国
の
①
号
『
９
９
月
呂
○
旦
固
厚
の
鼠
眉
島
国
言
・
届
麗
．
（
邦
訳
は
「
淋
毒
転
移
二
就
テ
」
と
題

し
て
『
中
外
医
事
新
報
」
〔
四
四
○
号
、
九
三
五
～
九
五
一
頁
、
明
治
三
一
年
〕
へ
公
表
）
。
本
論
文
は
表
紙
、
裏
表
紙
を
含
め
て
四
四
頁
、

た
て
二
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
よ
こ
一
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小
冊
子
で
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
の
学
位
を
取
得
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
で
自

家
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
六
○
歳
を
迎
え
た
父
と
、
母
へ
の
献
詞
が
あ
り
、
巻
末
に
履
歴
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
の
討

論
者
三
名
の
な
か
に
、
岡
田
和
一
郎
の
名
が
あ
る
。
岡
田
は
『
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
二
八
年
至
明
治
二
九
年
」
（
九
九
頁
、
明
治
二

九
年
）
に
外
科
学
助
教
授
と
し
て
名
が
み
え
る
。
後
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座
を
創
設
し
、
退
官
後
名
誉
教
授
と

な
り
、
昭
和
医
学
専
門
学
校
（
現
・
昭
和
大
学
医
学
部
）
校
長
を
務
め
た
。
②
「
元
第
一
高
等
中
学
校
第
六
回
卒
業
生
（
第
七
医

学
科
卒
業
生
徒
姓
名
）
」
第
一
高
等
学
校
『
第
一
高
等
中
学
校
医
学
部
一
覧
従
明
治
二
六
年
至
明
治
二
七
年
』
五
八
頁
、
第
一
高
等
中

学
校
医
学
部
、
千
葉
県
千
葉
郡
千
葉
町
、
明
治
二
七
年
。
③
村
田
保
唐
津
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
郷
土
の
先
駆
者
」

（
胃
日
ミ
ミ
ミ
ミ
．
富
国
扇
匡
‐
昌
己
頁
の
億
三
の
の
里
属
も
９
項
己
Ⅱ
Ｆ
ご
Ｃ
ｌ
晟
・
己
ｇ
平
成
一
七
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
天
保
一
三

（
一
八
四
二
）
年
唐
津
藩
士
の
長
男
と
し
て
大
坂
に
生
ま
れ
、
幼
少
時
浅
原
家
か
ら
村
田
家
の
養
子
に
入
っ
た
。
明
治
新
政
府
の
高
官
と
し

て
法
整
備
を
行
う
と
と
も
に
法
律
書
を
多
数
著
わ
し
た
（
慶
応
義
塾
村
田
保
文
庫
）
。
ま
た
、
わ
が
国
の
水
産
業
の
発
展
と
大
日
本
水
産
伝

習
所
（
現
・
東
京
海
洋
大
学
）
の
設
立
に
尽
力
し
た
。
明
治
二
三
年
、
貴
族
院
議
員
に
勅
選
さ
れ
、
明
治
三
九
年
、
（
旧
）
勲
一
等
瑞
宝
章

受
勲
。
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
没
。
④
「
雑
報
「
ド
ク
ト
ル
浅
原
慎
二
郎
氏
」
」
『
中
外
医
事
新
報
』
四
四
○
号
、
三
○
頁
、
明
治
三

一
年
。
⑤
「
雑
録
特
別
会
員
宿
所
名
」
「
一
高
志
林
」
第
七
号
、
五
五
～
六
五
頁
、
第
一
高
等
学
校
医
学
部
学
友
会
、
千
葉
県
千
葉
郡
千

葉
町
、
明
治
三
○
年
。
⑥
「
消
息
」
「
一
高
志
林
』
第
二
号
、
九
頁
、
明
治
二
八
年
。
⑦
「
消
息
」
「
一
高
志
林
』
第
三
号
、
一
頁
、
明
治

（
マ
マ
）

二
九
年
。
⑧
浅
原
慎
二
郎
「
淋
毒
症
転
移
二
就
一
Ｚ
「
中
外
医
事
新
報
」
四
四
○
号
、
九
三
五
～
九
五
一
頁
、
明
治
三
一
年
。
⑨
「
会
員
動

静
」
『
一
高
志
林
』
第
一
○
号
、
五
一
頁
、
明
治
三
一
年
。
⑩
藤
田
俊
夫
・
半
井
英
江
「
秋
山
半
井
澄
二
八
四
七
’
一
八
九
八
）
Ｉ
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京
都
府
療
病
院
長
・
医
学
校
長
・
医
師
会
創
始
者
‐
山
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
六
巻
、
四
四
二
～
四
四
三
頁
、
平
成
一
二
年
。
⑪
「
雑
報

地
方
京
都
通
信
病
院
近
況
」
「
医
海
時
報
」
二
四
四
号
、
九
四
頁
、
明
治
三
二
年
。
⑫
「
人
事
彙
報
浅
原
氏
」
「
東
京
医
事
新
誌
』

一
○
八
三
・
四
号
、
六
二
頁
、
明
治
三
二
年
。
⑬
「
雑
報
東
山
医
院
外
科
部
長
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
』
七
五
号
、
三
一
頁
、
明
治
三
三

年
。
⑭
菅
野
弘
一
「
明
治
三
十
五
年
二
於
ケ
ル
京
都
ノ
医
事
衛
生
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
」
七
八
号
、
一
三
七
○
頁
、
明
治
四
二
年
。
⑮

（
Ｗ
－
Ｉ
￥
）

「
雑
報
学
位
授
与
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
」
一
二
五
号
、
九
頁
（
学
位
論
文
は
「
淋
毒
症
の
転
移
に
就
て
」
（
独
文
）
ほ
か
邦
文
三
編
。
同

誌
一
八
頁
）
。
「
京
都
帝
国
大
学
博
士
論
文
論
題
〔
旧
制
〕
」
に
よ
れ
ば
、
浅
原
助
教
授
の
学
位
請
求
論
文
は
以
下
の
四
編
で
あ
る
。
そ
の

第
一
は
「
二
三
局
処
麻
酔
法
（
附
自
家
考
案
緊
縛
法
）
二
就
テ
抜
書
」
「
東
京
医
学
会
雑
誌
』
（
一
五
巻
、
一
九
号
、
一
～
二
三
頁
、
明

治
三
四
年
蕊
表
論
文
の
筆
記
で
、
提
出
論
文
は
一
頁
一
行
二
六
字
、
一
二
行
の
縦
書
き
和
紙
原
稿
用
紙
に
一
行
お
き
に
手
書
き
さ
れ
て
い

て
、
総
頁
数
は
五
四
頁
、
付
表
が
あ
る
。
第
二
は
「
腎
炎
ノ
治
療
法
と
シ
テ
腎
切
開
術
ｌ
腎
穿
刺
術
ノ
価
値
二
就
テ
抜
写
」
（
「
日
本
外

科
学
会
雑
誌
」
第
四
回
、
四
三
四
～
四
六
四
頁
、
明
治
三
六
年
）
。
第
一
と
同
様
な
原
稿
用
紙
七
四
枚
へ
の
書
写
と
彩
色
顕
微
鏡
絵
図
か

ら
な
る
。
第
三
は
「
腎
臓
結
核
症
ノ
外
科
療
法
ト
シ
テ
腎
臓
切
開
術
ノ
応
用
及
上
其
実
験
二
就
テ
抜
刷
」
「
東
京
医
学
会
雑
誌
』
一
七
巻
、

（
Ｆ
１
》
）

一
九
号
、
八
二
七
～
八
七
六
頁
、
明
治
三
六
年
。
第
四
は
上
記
独
文
論
文
で
あ
る
。
⑯
「
雑
報
人
」
浅
原
慎
次
郎
氏
（
京
都
医
科
大
学

（
マ
マ
）

教
授
）
『
医
海
時
報
」
七
九
八
号
、
一
三
七
○
頁
、
明
治
四
二
年
。
⑰
「
第
一
三
回
総
会
」
日
本
外
科
学
会
記
念
誌
編
蟇
小
委
員
会
編
冒

本
外
科
学
会
一
○
○
年
誌
」
八
二
～
八
三
頁
、
平
成
一
二
年
。
⑱
「
雑
報
鹿
児
島
辞
任
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
』
二
三
三
号
、
三
一
頁
、

大
正
二
年
。
⑲
「
雑
報
人
浅
原
慎
次
郎
氏
（
博
士
）
」
「
医
海
時
報
』
一
○
○
三
号
、
一
七
一
四
頁
、
大
正
二
年
。
⑳
千
葉
医
学
専
門

学
校
校
友
会
編
集
「
校
友
会
雑
誌
」
六
四
号
（
大
正
三
年
発
行
）
七
三
～
九
三
頁
掲
載
の
「
校
友
会
学
術
部
会
員
名
簿
」
に
よ
れ
ば
、
そ

の
住
所
は
「
東
京
市
麹
町
区
（
現
・
千
代
田
区
）
一
番
町
一
九
」
に
な
っ
て
い
る
。
⑳
「
日
本
医
籍
録
』
第
四
版
、
「
附
録
医
学
博
士
録
」

四
頁
、
医
事
時
論
社
、
東
京
、
昭
和
三
年
。
⑳
「
日
本
医
事
年
鑑
」
（
「
日
本
医
事
新
報
」
臨
時
増
刊
）
八
七
三
頁
．
日
本
医
事
新
報
社
、

東
京
、
昭
和
一
二
年
。
⑳
「
医
学
博
士
録
」
文
献
（
Ⅳ
⑳
）
三
四
八
頁
。
⑳
「
日
本
医
事
年
鑑
」
弓
日
本
医
事
新
報
」
臨
時
増
刊
）

「
医
学
博
士
録
」
二
八
七
頁
、
日
本
医
事
新
報
社
、
東
京
、
昭
和
一
三
年

「
雑
報
講
座
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
」
一
四
六
号
、
三
○
頁
、
明
治
三
九
年

「
雑
報
松
岡
博
士
、
浅
原
京
都
医
科
大
学
助
教
授
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
』
一
四
七
号
、
二
二
頁
、
明
治
三
九
年
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（
Ｆ
■
０
■
】
）

（
至
当
時
の
「
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
「
去
る
十
八
日
よ
り
教
室
を
開
き
」
「
何
に
せ
よ
規
の
こ
と
と
て
患
者
も
少
く
初
日
は
僅
か
に
十
名

（
型
田
代
義
徳
明
治
二
一
年
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
業
。
同
一
西
年
東
京
田
代
病
院
開
設
。
明
治
三
○
年
か
ら
同
三
二
年
に
第
一
高
等
（
中
）

（
〈
１
１
－
町
一
ワ
』
』
）

学
校
医
学
部
（
現
・
千
葉
大
学
医
学
部
）
で
嘱
託
教
員
（
外
科
学
各
論
）
を
勤
め
た
。
明
治
三
三
年
六
月
、
外
科
的
矯
正
術
研
究
の
た
め
独
填

へ
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
。
留
学
中
の
明
治
三
六
年
九
月
に
外
科
学
助
教
授
に
任
じ
ら
れ
、
明
治
三
七
年
三
月
帰
朝
、
同
年
九
月
に
医
学
博
士
を

授
与
さ
れ
、
外
科
学
第
二
講
座
担
任
を
命
じ
ら
れ
た
。
翌
年
九
月
に
同
第
一
外
科
学
講
座
担
当
も
命
じ
ら
れ
て
外
科
総
論
を
講
義
し
た
。
明
治

（
３
，
曲
．
。
）

三
九
年
五
月
九
日
整
形
外
科
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
陸
軍
省
か
ら
の
嘱
託
で
、
陸
軍
戸
山
病
院
に
お
い
て
日
露
戦
争
戦
傷
者
の
治
療
に
従

（
一
‘
３
、
’
４
】
）
（
３
，
，
４
）

事
し
た
た
め
、
講
座
の
発
足
は
同
年
一
○
月
に
な
っ
た
。

①
「
第
四
職
員
嘱
託
教
員
」
第
一
高
等
中
学
校
医
学
部
「
第
一
高
等
中
学
校
医
学
部
一
覧
自
明
治
三
○
年
至
明
治
三
一
年
」
第

一
高
等
中
学
校
医
学
部
、
五
三
頁
、
明
治
三
一
年
。
②
「
第
五
職
員
嘱
託
教
員
」
「
第
一
高
等
中
学
校
医
学
部
一
覧
自
明
治
一
三
年

至
明
治
三
二
年
』
五
七
頁
、
明
治
三
二
年
。
③
「
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
従
三
位
勲
三
等
医
学
博
士
田
代
義
徳
先
生
略
歴
」
「
蛍

光
」
二
一
巻
、
二
一
号
、
四
二
一
～
四
二
二
頁
、
昭
和
一
三
年
。
④
蒲
原
宏
「
日
本
整
形
外
科
史
に
お
け
る
田
代
義
徳
先
生
ｌ
そ
の
父

た
る
も
の
の
条
件
ｌ
」
「
整
形
外
科
」
二
六
巻
、
九
○
一
～
九
○
六
頁
、
昭
和
五
○
年

（
里
「
勅
令
第
六
八
号
（
明
治
二
六
年
勅
令
第
九
三
号
改
正
、
明
治
三
九
年
四
月
四
日
公
布
と
「
官
報
」
六
八
二
六
号
、
八
九
頁
、
明
治
三
九
年
四

月
五
日
発
行
。
こ
の
勅
令
に
は
「
「
外
科
学
三
講
座
」
ノ
次
二
「
整
形
外
科
学
一
講
座
」
ヲ
加
へ
」
と
記
し
て
あ
る
。

（
堅
「
第
二
十
五
節
整
形
外
科
学
講
座
（
第
五
編
医
学
部
第
二
章
医
学
科
ご
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
「
東
京
大
学
医
学
部
百
年

史
部
局
史
二
」
一
○
三
～
一
○
四
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
二
年

（
型
「
６
．
整
形
外
科
学
講
座
（
第
六
章
医
学
部
第
二
節
講
座
の
発
展
）
」
京
都
大
学
七
十
年
史
中
央
編
集
委
員
会
「
京
都
大
学
七
十
年
史
」

京
都
大
学
七
十
年
史
中
央
編
集
委
員
会
、
五
八
七
～
五
八
八
頁
、
昭
和
四
二
年

（
型
蒲
原
宏
、
小
林
晶
、
坂
口
亮
、
山
室
隆
夫
、
玉
置
哲
也
「
日
本
の
整
形
外
科
の
歴
史
に
つ
い
て
（
前
編
）
」
『
日
本
整
形
外
科
学
会
雑
誌
』
七

七
巻
、
三
七
九
～
三
九
○
頁
、
平
成
一
五
年

（
空
松
岡
道
治
「
千
人
以
上
治
療
、
ン
ダ
ル
崎
形
患
者
二
就
一
ご
『
京
都
医
学
会
雑
誌
」
四
巻
四
号
（
付
録
京
都
医
学
会
第
四
次
総
会
誌
）
、
三
○

１
，
三
二
頁
、
明
治
四
○
年
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（
魂
）
「
第
一
規
程
、
一
授
垂

七
～
二
二
七
、
明
治
四
○
年

①
大
阪
毎
日
新
聞
八
一
七
二
号
、
五
頁
、
明
治
三
九
年
六
月
二
十
日
発
行
。
②
菅
野
弘
一
「
明
治
三
九
年
二
於
ケ
ル
京
都
ノ
医
事
衛
生

（
接
一
五
四
号
）
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
一
六
二
号
、
三
～
四
頁
、
明
治
四
○
年

（
”
）
「
雑
報
京
都
医
科
大
学
規
定
改
正
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
」
一
四
九
号
、
二
五
頁
、
明
治
三
九
年

（
魂
）
「
第
一
規
程
、
一
授
業
、
二
試
問
（
第
九
章
京
都
医
科
大
学
）
」
「
京
都
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
三
九
年
至
明
治
四
○
年
」
二
一

外
科
学
に
つ
い
て
は
、
こ
の
な
か
で
、
第
四
学
年
の
年
間
を
通
じ
て
臨
床
講
義
（
週
六
時
間
）
、
外
来
患
者
臨
床
講
義
（
同
六
時
間
）
の
ほ
か

に
、
第
二
・
第
三
学
期
二
月
～
七
月
）
に
手
術
実
習
を
週
二
時
間
課
し
て
い
る
。

大
正
元
年
九
月
に
は
こ
れ
ら
の
規
定
を
一
部
改
正
し
て
、
眼
科
、
婦
人
科
学
及
産
科
学
、
小
児
科
学
、
皮
膚
科
徽
毒
学
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
、

（
’
一
）

精
神
科
学
、
整
形
外
科
学
に
つ
い
て
は
、
「
学
生
ヲ
シ
テ
抽
選
セ
シ
メ
当
籔
ノ
ー
科
目
二
付
試
問
ヲ
施
行
ス
」
と
な
っ
た
。

①
「
雑
報
京
都
帝
国
医
科
大
学
規
定
中
改
正
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
』
二
二
二
号
、
三
二
～
三
四
頁
、
大
正
元
年

（
戸
■
Ⅱ
】
）

（
羽
）
伊
藤
弘
（
い
と
う
・
ひ
る
む
）
明
治
一
八
年
七
月
二
九
日
生
れ
。
明
治
四
三
年
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
業
。
大
正
五
年
八
月
外
科
学
助

教
授
に
任
命
さ
れ
、
同
八
年
か
ら
二
カ
年
間
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
生
理
学
教
室
］
◎
言
ｚ
①
芝
ｇ
Ｈ
言
冒
冒
但
ｇ
教
授
（
一
九
一
二
〔
大
正
一

○
〕
年
胃
胃
ン
員
。
ご
○
目
ｎ
ｚ
９
く
○
匡
切
砕
輿
⑦
日
、
配
『
《
こ
を
著
す
。
”
幽
匡
８
９
日
肩
口
胃
く
○
巨
⑳
望
肋
蔚
目
自
律
神
経
系
“
の
命
名
者
）
の
下

（
字
』
Ｉ
ロ
ー
）
（
恥
Ⅱ
』
．
）

へ
留
学
し
、
大
正
二
年
二
月
六
日
京
都
医
科
大
学
整
形
外
科
学
講
座
教
室
（
第
三
代
）
に
就
任
し
た
。
昭
和
一
三
年
五
月
依
頼
免
本
官
。
昭

和
二
二
年
か
ら
同
三
八
年
ま
で
国
立
山
中
病
院
院
長
を
勤
め
た
（
伊
藤
春
子
私
信
平
成
一
七
年
三
月
三
○
且
。
昭
和
五
九
年
二
月
一
四

①
文
献
７
（
５
）

（
釦
）
伊
藤
弘
、
天
児
民
和
、
伊
藤
鉄
夫
「
京
大
整
形
外
科
の
昔
を
聞
く
」
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
巻
、
八
三
～
九
一
頁
、
昭
和
五
○
年

（
瓠
）
「
第
二
学
科
課
程
、
試
験
細
則
（
第
一
○
章
医
科
大
学
）
」
東
京
帝
国
大
学
編
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
三
九
年
至
明
治
四
○
年
』

じ
て
い
る
。

し
て
い
る
。

に
過
ぎ
ざ
り
し
も
」
「
我
国
に
て
は
今
回
東
西
両
大
学
の
医
科
（
東
京
は
田
代
博
士
担
任
）
に
於
て
初
め
て
行
う
こ
と
と
な
り
た
る
も
の
」
と
報

－
２
、
）

じ
て
い
る
。
ま
た
菅
野
弘
一
は
、
「
京
都
医
科
大
学
ハ
月
（
六
月
）
ノ
十
八
日
ョ
リ
整
形
外
科
学
教
室
ヲ
開
キ
・
」
と
明
確
に
教
室
の
開
設
を
記

和
二
一
壺

日
死
去
。
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東
京
帝
国
大
学
、
一
二
五
～
一
四
一
頁
、
一
四
八
～
一
五
八
頁
、
明
治
四
○
年

（
錐
）
「
附
録
京
都
帝
国
大
学
平
面
図
」
文
献
（
羽
）

な
お
こ
の
平
面
図
に
描
か
れ
て
い
る
「
整
形
外
科
学
教
室
」
の
建
物
は
、
『
京
都
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
四
二
年
至
明
治
四
三
年
』
（
明

治
四
三
年
）
の
平
面
図
で
は
「
機
械
療
法
室
」
に
名
称
を
変
え
、
「
外
科
臨
床
講
義
室
」
は
「
手
術
室
外
科
及
臨
床
講
義
室
」
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
後
者
は
、
「
京
都
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
四
四
年
至
明
治
四
五
年
』
（
明
治
四
五
年
）
の
「
附
録
京
都
帝
国
大
学
平
面
図
」
で
は

「
外
科
研
究
室
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
科
二
講
座
と
整
形
外
科
学
講
座
、
い
わ
ゆ
る
外
科
系
三
講
座
一
体
の
「
外
科
研
究
室
」

と
い
う
体
制
は
、
早
く
も
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
確
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
体
制
は
、
昭
和
二
年
に
建
築
さ
れ
た
外
科
手
術
室
を
含

（
毎
ｒ
一
）

む
四
階
建
の
「
外
科
研
究
棟
」
へ
受
け
継
が
れ
た
。
こ
の
外
科
研
究
棟
は
、
「
臨
床
系
共
同
実
験
室
旧
外
科
研
究
棟
」
と
し
て
ツ
タ
に
覆
わ
れ

た
ま
ま
、
現
在
な
お
供
用
さ
れ
て
い
る
。

①
「
医
学
部
構
内
の
変
遷
」
京
都
大
学
広
報
委
員
会
編
「
京
都
大
学
建
築
八
十
年
の
あ
ゆ
み
京
都
大
学
歴
史
的
建
築
物
調
査
報
告
京
大
広

報
別
刷
二
六
五
～
六
八
頁
、
昭
和
五
二
年

（
調
）
「
京
都
帝
国
大
学
の
新
事
業
医
科
大
学
」
「
京
都
日
出
新
聞
」
六
八
○
七
号
、
二
頁
、
明
治
三
九
年
五
月
二
日
発
行
。
こ
の
記
事
で
は
、
整

形
外
科
学
教
室
は
「
機
械
療
法
室
（
整
形
外
科
学
教
室
）
」
と
表
記
さ
れ
て
い
て
、
文
献
（
犯
）
で
指
摘
し
た
名
称
の
変
更
は
、
当
時
不
自
然
で

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
時
点
で
は
整
形
外
科
学
教
室
の
建
設
地
は
な
お
未
定
で
あ
っ
た
。

（
釧
）
「
京
都
帝
国
大
学
平
面
図
」
「
京
都
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
四
一
年
至
明
治
四
二
年
」
明
治
四
二
年

（
路
）
「
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
附
属
医
院
本
館
及
病
室
附
属
家
等
之
図
」
「
京
都
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
三
○
年
至
明
治
三
一
年
』
明
治
三
三

へへ

3635

､デー年、~"

（
Ｉ
』
）

）
開
院
当
時
の
京
都
医
科
大
学
附
属
医
院
の
見
聞
記
に
は
「
病
舎
は
第
一
病
舎
（
外
科
病
舎
）
第
二
病
舎
（
内
科
病
舎
）
に
分
れ
」
と
記
述
さ

れ
、
さ
ら
に
「
病
舎
は
各
室
凡
そ
三
十
名
総
計
六
十
名
と
す
べ
し
」
と
し
て
い
る
。

（
２
）

し
か
し
、
建
設
前
の
設
計
図
で
は
東
側
は
内
科
病
室
、
西
側
は
外
科
病
室
と
図
示
さ
れ
て
お
り
、
文
献
（
犯
①
）
に
よ
れ
ば
、
第
一
・
第
三
・

第
五
・
第
七
病
舎
は
い
ず
れ
も
内
科
に
属
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
て
、
文
献
（
弧
）
に
描
か
れ
て
い
る
病
舎
の
内
部
間
取
り
は
、
奇
数
病
舎
は

内
科
系
、
偶
数
病
舎
は
外
科
系
の
仕
様
で
あ
る
。
ま
た
文
献
（
妬
①
）
の
記
事
に
は
、
「
同
病
舎
第
九
号
室
を
以
て
該
（
整
形
外
科
）
患
者
の
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会
’
一
）

（
？
）

（
狐
）
林
喜
作
明
治
四
○
年
、
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
卒
業
。
明
治
四
一
年
整
形
外
科
講
座
助
手
、
明
治
四
五
年
同
講
師
に
任
命
さ
れ
る
。

（
⑤
）
（
３
）

松
岡
先
生
の
宿
題
報
告
の
独
文
誌
掲
載
に
さ
い
し
て
は
、
筆
頭
著
者
と
な
る
・
松
岡
先
生
退
官
後
は
整
形
外
科
学
教
室
の
運
営
に
携
わ
っ
た
。

（
「
４
幸
）

第
二
回
日
本
整
形
外
科
学
会
総
会
で
は
「
先
天
性
股
関
節
脱
臼
」
の
宿
題
報
告
を
担
当
し
、
東
京
帝
国
大
学
の
高
木
憲
次
教
授
と
激
し
く
論
争

し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

三
～
五
八
四
頁
、

（
調
）
「
整
形
外
科
学
垂

（
㈹
）
「
整
形
外
科
学
垂

頁
、
明
治
四
一
年

（
狐
）
林
喜
作
明
治

（
訂
）
天
児
民
和
「
住
田
正
雄
教
授
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
一
○
四
回
こ
『
臨
床
整
形
外
科
」
二
七
巻
、
七
○
四
～
七
○
六
、
平
成
四
年

（
天
児
民
和
「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
」
四
二
○
～
四
二
三
頁
、
九
州
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
、
福
岡
市
、
平
成
二
年
）

（
羽
）
小
林
晶
「
九
州
に
お
け
る
近
代
整
形
外
科
の
祖
、
住
田
正
雄
二
八
七
八
’
一
九
四
六
）
の
生
涯
」
「
日
本
医
史
学
会
雑
誌
』
四
五
巻
、
五
六

収
容
に
充
（
あ
）
つ
る
由
」
と
書
い
て
い
る
。

（
３
－
）
（
「
可
】
）

病
舎
の
収
容
患
者
数
に
つ
い
て
「
内
外
医
事
新
報
」
誌
は
、
猪
子
附
属
医
院
長
が
『
日
出
新
聞
』
記
者
へ
の
話
と
し
て
、
二
開
院
時
は
）
内
、

外
科
室
の
み
に
し
て
各
六
十
人
（
一
室
は
十
三
人
二
列
、
他
の
一
室
は
十
二
人
二
列
）
、
合
計
百
二
十
人
の
患
者
を
収
容
す
る
仕
組
で
あ
る
」
と

報
じ
て
い
る
。
な
お
普
通
（
一
般
）
病
室
は
、
今
日
の
体
育
館
の
よ
う
な
大
き
な
部
屋
に
ベ
ッ
ド
を
数
列
も
並
べ
る
と
い
う
当
時
の
欧
米
で
の

常
識
で
あ
っ
た
ベ
ッ
ド
配
置
で
は
な
く
、
一
室
に
二
列
だ
け
ベ
ッ
ド
を
配
置
し
た
こ
室
を
設
け
、
さ
ら
に
患
者
が
二
四
時
間
ベ
ッ
ド
上
で
過
ご

す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
「
患
者
の
喫
煙
談
話
等
を
随
意
に
な
し
病
苦
を
忘
れ
し
む
る
」
た
め
に
静
養
場
（
室
）
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
「
何
れ

の
室
も
玻
璃
障
子
（
ガ
ラ
ス
窓
）
を
用
い
」
る
な
ど
、
従
来
み
ら
れ
な
い
新
し
い
施
設
に
仕
上
げ
た
と
述
べ
て
い
る
。

①
「
雑
報
大
学
医
院
開
設
」
『
京
都
医
学
会
雑
誌
」
一
四
三
号
、
五
二
五
～
五
二
六
頁
、
明
治
三
二
年
。
②
「
雑
報
京
都
医
科
大
学
の

設
計
図
」
『
医
海
時
報
」
二
四
七
号
、
一
三
九
頁
、
明
治
三
二
年
。
③
「
週
報
京
都
医
科
大
学
附
属
病
院
」
「
内
外
医
事
新
報
』
四
六
五

号
、
一
○
六
八
～
一
○
六
九
号
、
明
治
三
二
年
。
④
「
猪
子
病
院
長
の
談
話
」
『
京
都
日
出
新
聞
」
四
四
○
六
号
、
一
頁
、
明
治
三
二
年
七

～
五
八
四
頁
、
平
成
一
一
年

「
整
形
外
科
学
講
座
（
第
一
章

「
整
形
外
科
学
講
座
（
第
三
章

月
二
九
日
発
行
。

職
員
第
三
京
都
医
科
大
学
職
員
と
文
献
（
躯
）
、
一
六
頁

職
員
第
三
京
都
医
科
大
学
職
員
）
」
「
京
都
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
四
○
年
自
明
治
四
一
年
」
六
二
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（
“
）
本

う
っ
○

１

（
蝿
）
．
○
外
科
学
教
室
」
文
献
（
３
）
三
一
五
１
三
二
六
頁

（
坐
本
外
科
学
会
総
会
な
ら
び
に
日
本
外
科
学
会
雑
誌
に
は
、
京
都
医
科
大
学
外
科
学
教
室
か
ら
以
下
の
報
告
な
ら
び
に
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い

（
妃
）
京
都
医
科
大
学
外
科
学
講
座
は
、
明
治
三
二
年
七
月
三
日
の
勅
令
三
二
一
号
に
よ
っ
て
、
お
く
べ
き
講
座
の
数
を
「
三
講
座
」
に
定
め
ら
れ

た
が
、
同
時
に
「
明
治
三
二
年
九
月
ヨ
リ
開
始
ス
ヘ
キ
講
座
ノ
種
類
及
其
ノ
数
」
と
し
て
「
外
科
学
二
講
座
」
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
三

六
年
三
月
三
○
日
の
勅
令
六
八
号
に
よ
っ
て
「
外
科
学
二
講
座
」
制
が
決
定
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
三
九
年
四
月
二
三
日
の
勅
令
八
九
号
に
よ
っ

（
副
〉

て
、
「
整
形
外
科
学
講
座
」
が
創
立
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
外
科
二
講
座
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
整
形
外
科
学
講
座
を
外
科
の
”
第
三
講
座
“
な

い
し
”
末
弟
“
と
み
な
す
気
風
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
米
国
ボ
ス
ト
ン
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院

（
三
溺
笛
呂
扁
昌
吻
の
ｇ
⑦
邑
困
○
畳
且
）
整
形
外
科
は
、
創
設
後
し
ば
ら
く
の
間
、
外
科
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
な
か
で
”
孤
児
言
昌
彦
目
）
“
で
あ
っ
た

－
．
０
８
二

Ｆ
■
、

１
と
い
、
７
０

（
｝
⑳
出
｝
）

２
、
河
村
叶
一
「
巨
大
細
胞
肉
腫
ノ
手
術
二
就
テ
」
（
第
一
○
回
日
本
外
科
学
会
総
会
、
明
治
四
一
年
四
月
）
「
日
本
外
科
学
会
雑
誌
』
一
○

回
、
一
号
、
二
九
頁
、
明
治
四
二
年

３
、
河
村
叶
一
「
肩
岬
骨
ノ
全
摘
出
二
就
テ
」
（
第
一
○
回
日
本
外
科
学
会
総
会
、
明
治
四
一
年
四
月
）
「
日
本
外
科
学
会
雑
誌
』
一
○
回
、

①
「
整
形
外
科
学
講
座
（
○
職
員
京
都
医
科
大
学
職
員
）
」
『
京
都
帝
国
大
学
一
覧
従
明
治
四
一
年
自
明
治
四
二
年
」
六
九
頁
、
明

治
四
二
年
。
②
「
雑
報
京
都
医
科
大
学
職
員
異
動
」
「
京
都
医
事
衛
生
誌
』
二
一
八
号
、
二
九
～
三
○
頁
、
明
治
四
五
年
。
③

国
昌
四
の
巨
尻
，
三
四
厨
匡
◎
冨
三
．
呼
号
宮
口
房
『
ざ
つ
甸
豐
の
く
○
二
ｇ
ｏ
己
号
言
切
目
号
曾
自
さ
笛
．
儒
房
ｇ
『
罵
震
『
自
警
呂
筐
房
ｇ
ｇ

ｇ
号
巨
愚
の
．
ｇ
＆
望
～
＄
蝉
届
届
。
④
林
喜
作
「
先
天
性
股
関
節
脱
臼
」
「
日
本
整
形
外
科
学
会
雑
誌
』
二
巻
、
一
三
～
四
四
頁
、
昭

①
胃
一
馬

ｚ
出
ゞ
乞
や
。

和
二
年
。

（
｜
ｌ
］
）

、
烏
潟
隆
三
「
洞
腹
的

四
九
頁
、
明
治
四
一
年

○
両
．
皇
三
四
『
・
目
画
二
。
《
ず
①
◎
風
写
。
ｐ
煙
の
昌
局
の
①
門
く
さ
ｎ
Ｆ
①
輿
三
三
⑦
司
○
門
晒
２
．
］
‐
●
一
三
二
日
目
ｒ
国
、
匡
豈
臼
〕
・
勺
匡
三
耐
言
⑦
吋
ゞ
ロ
巨
匡
旨
、

「
洞
腹
的
脊
椎
骨
露
出
術
」
（
第
八
回
日
本
外
科
学
会
総
会
、
明
治
四
○
年
四
月
）
「
日
本
外
科
学
会
雑
誌
』
八
回
、
一
号
、

二
Ｍ
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謝
辞

稿
を
終
わ
る
に
あ
た
っ
て
、
資
料
収
集
に
ご
援
助
を
賜
っ
た
小
林
晶
・
福
岡
整
形
外
科
病
院
顧
問
、
玉
置
哲
也
・
和
歌
山
医
科
大
学
名
誉
教
授
、

伊
藤
春
子
・
故
伊
藤
弘
夫
人
、
京
都
府
立
医
科
大
学
図
書
館
な
ら
び
に
京
都
大
学
整
形
外
科
学
教
室
職
員
の
各
位
に
深
謝
す
る
。

一
号
、
三
七
頁
、
明
治
四
二
年

４
、
河
村
叶
一
「
巨
大
細
胞
肉
腫
ノ
手
術
一
一
就
テ
」
『
日
本
外
科
学
会
雑
誌
』
一
○
回
、
二
号
、
一
五
一
、
一
五
四
頁
、
明
治
四
二
年

５
、
河
村
叶
一
「
肩
脾
骨
ノ
全
摘
出
二
就
テ
」
「
日
本
外
科
学
会
雑
誌
』
一
○
回
、
二
号
、
一
五
五
～
一
六
八
頁
、
明
治
四
二
年

６
、
河
村
叶
一
「
脊
髄
癖
性
骨
及
関
節
症
二
就
テ
」
（
第
二
回
日
本
外
科
学
会
総
会
、
明
治
四
二
年
五
月
）
「
日
本
外
科
学
会
雑
誌
』
二

回
、
一
号
、
八
○
Ｉ
八
一
頁
、
明
治
四
三
年
（
画
里
弓
眉
い
匡
局
国
宜
胃
言
ｇ
Ｏ
２
ｇ
‐
シ
昌
胃
８
呉
三
ゅ
ロ
①
昌
胃
胃
馬
寓
胃
胃
胃
冨
『

○
冨
昌
侭
房
．
巨
鼠
馬
‐
色
・
乞
届
．
な
お
文
献
的
に
は
、
す
で
に
三
四
厨
匡
○
冨
巨
．
ご
３
角
屏
庁
鳥
①
『
胃
四
口
百
局
ウ
四
目
：
①
の
号
『
の
農
い
、

ｐ
２
５
ｇ
①
帰
肩
呂
昌
罵
胃
○
三
昌
晶
房
．
］
急
趨
罵
‘
ｇ
Ｐ
ら
己
が
見
え
る
）

①
鳥
潟
隆
三
明
治
三
七
年
京
都
帝
国
大
学
卒
業
。
（
第
二
外
科
学
講
座
助
手
、
助
教
授
を
経
て
明
治
四
二
年
大
阪
赤
十
字
病
院
外
科

医
長
。
明
治
四
四
年
大
阪
医
学
専
門
学
校
（
現
・
大
阪
大
学
医
学
部
）
教
諭
、
明
治
四
五
年
欧
州
に
学
び
、
そ
の
業
績
を
五
六
○
頁
の

大
篇
頁
○
胃
。
日
時
宣
目
鴨
巨
の
匡
且
尿
○
冨
○
冒
日
匡
邑
○
帰
国
の
」
（
「
医
海
時
報
」
、
一
二
一
四
号
、
一
七
二
九
頁
、
大
正
六
年
）
に
ま
と
め

て
大
正
六
年
帰
朝
、
大
正
九
年
京
大
講
師
、
大
正
三
年
か
ら
昭
和
一
三
年
ま
で
京
都
帝
国
大
学
第
一
外
科
学
講
座
教
授
（
７
⑤
）
。
②

河
村
叶
一
（
か
わ
む
ら
・
き
ょ
う
い
ち
）
明
治
四
○
年
京
都
帝
国
大
学
卒
業
。
外
科
学
講
座
助
手
を
経
て
大
正
三
年
京
都
府
立
医
学

専
門
学
校
教
諭
、
大
正
七
年
か
ら
一
ヵ
年
欧
米
留
学
、
大
正
一
二
年
京
都
府
立
医
科
大
学
教
授
（
第
一
外
科
学
講
座
）
、
昭
和
二
年
辞
職

し
京
都
市
内
に
河
村
病
院
を
開
設
し
た
（
遠
山
光
郎
「
第
一
外
科
学
教
室
」
〔
教
室
及
び
附
属
施
設
史
〕
、
京
都
府
立
医
科
大
学
百
年
史

編
集
委
員
会
編
「
京
都
府
立
医
科
大
学
百
年
史
』
四
八
五
～
四
八
九
頁
、
昭
和
四
九
年
）
。
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TheDepartmentofOrthopaedicandMusculoskeletalSurgery,GraduateSchoolofMedicine,

KyotoUniverSity(fbrmerlytheDepartmentofOrthopaedicSurgery,KyotoMedicalSchool,

KyotolmperialUniversity)wasfOundedbylmperialOrdinance.ArticleNo､89issuedonApril

23,1906.OnMay4,1906,Dr.ShinichiroAsahara,AssistantProfessoroftheDepartmentof

Surgery,wasappointedasthefirstdirectoroftheDepartmentofOrthopaedicSurgery,Kyoto

MedicalSchool.KyotolmperialUniversity.Dr.MichiharuMatsuoka,AssistantDoctorofthe

DepartmentofSurgery,TokyoMedicalSchool,ImperialUniversityofTokyo,wasappointed

asAssistantProfessorofSurgery,KyotoMedicalSchool,KyotolmperialUniversityinMarch

1901.FromAugustl903toMayl906,hestudiedorthopaedicsurgeryinGermanyand

returnedonMay5,1906.Dr.Matsuokawasappointedasthedirectorandchiefofthe

DepartmentonMayl3,1906andtookoverDr.Asahara.sposition.OnJunel8,1906,Dr.
Matsuokastartedhisclinicandbegangivinglecturesonorthopaedicsurgery・Thiswasthe

卜
。
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